＜工具材質＞
ダイヤモンド
ダイヤモンドは、物質中最高の硬度、熱伝導性を持ち、化学的安定性、透光性にも優れています。
このような卓越した特性から、ダイヤモンドはさまざまな用途に利用されています。
切削工具としての応用としては、ダイヤモンドの単結晶は、極めて鋭い刃先が得られるため、非鉄系材料の超精密加工に有効です。
1955年に米国ＧＥ社がダイヤモンドの高圧合成に初めて成功したと発表してから約30年間、工業的には粉末状の微細な結晶しか合成できませんでしたが、現在では直径数mmの大型で良質な単結晶が工業生産されています。

この合成ダイヤモンド単結晶は、レーザーミラーや光磁気ディスク、光学レンズ金型などの超精密切削加工用工具に実用化され、エレクトロニクス産業や光技術など先端産業分野の基盤を支えています。
ダイヤモンド焼結体は、合成ダイヤモンド粉末をCo（コバルト）などのバインダーを用い、ダイヤモンドが安定な超高圧高温下（約５万気圧、千数百度）で焼き固められたもので、1975年頃、米国ＧＥ社で開発されました。
このダイヤモンド焼結体は、非鉄金属や非金属材料の切削で優れた耐摩耗性を示し、Ａｌ－Ｓｉ合金や超硬合金、強化プラスチックなどの難加工物の高精度、高能率切削工具として活躍しています。

ダイヤモンド焼結体は、今や非鉄金属・非金属加工分野ではなくてはならない工具となっています。

今後も各種製品の軽薄短小と高機能化に伴い、難加工物をより高いレベルの精度で加工する要求が強まると考えられ、ダイヤモンド焼結体工具に対して大きな期待が寄せられています。
ただ、金属バインダーを含むため、耐熱温度が700℃程度と低く、用途や使用条件にも制約が設けられています。
